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《事業報告》 
2023年度、FCAは生成AIによる著作物の利用について意見を表明したほか、
著作権対策委員会の答申を踏まえて制作者との契約関係の適正化に向けた 
活動を本格化させた。また6月9日に開催した定時社員総会および臨時理事会
において任期満了に伴う役員・委員の選任をおこない、新体制を発足させた。 

Ⅰ 著作権の保護のための活動 

1 生成AIによる著作物の利用に関する取り組み 

6月15日、FCAは生成AIによる著作物の利用について意見を表明し、
創作者の権利を阻害することなくAI技術の発展と調和を図ること、 
創作者の権利の保証に関する議論を早急に進めることを求めた。    
12月27日、FCAを含む音楽関連９団体により「AIに関する音楽団体
協議会」が設置された。「For Creator、For Artist」の理念のもと 
協議会を通じて、調和のとれたAI の利活用の枠組みの実現に向けて
検討や提言をおこなった。 

2 制作者との契約関係の適正化のための取り組み 

制作者との契約関係の適正化を図るため、著作権対策委員会の答申
に基づき協議方針を策定した。また専門家の知見を得るため新たに 
法律顧問を設置した。音楽出版社との契約関係の適正化を図りFCAが
考える未来標準：音楽作家と音楽出版社の最良のパートナーシップの
実現に向けて、MPAと意見交換を開始した。 

3 楽譜の無断複製への取り組み 

楽譜コピー問題協議会(CARS) の一員として、楽譜の無断コピーを
防止し適正利用を促進する啓発活動を実施した。2022年度に実施した
「楽譜コピーの実態と意識に関するWebアンケート」の結果を分析する 
などして楽譜コピーの最新の実態や問題点の把握に努めた。 

Ⅱ 組織体制・財政基盤の強化のための活動 

1 正会員団体との連携強化について 

正会員団体と連携してFCAの活動を広く周知し、音楽作家の権利や社会
的地位の向上に資する活動を行った。また正会員団体が主催する事業の 
後援に関する取扱基準に基づき、8団体の12事業を後援した。 
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2 会費について 

4月1日に変更した定款細則・会費に関する規程に基づき正会員の3月末
時の会員数に基づいて2023年度正会員会費を確定させた。 

3 JASRACによる支援について 

FCAおよび正会員団体の活動に対する助成の在り方についてJASRAC
と折衝し、2025年度以内の抜本的な制度の見直しに向けて検討を進める
こととした。今後もJASRACと継続的に意見交換を実施していく。 

4 広報活動について 

（1）「FCAだより」の発行 

FCAの活動を報告するフライヤー「FCAだより」を作成し、正会員団体
を通じて配布した。2023年4月号では2022年度第3回理事会・臨時社員 
総会の報告とFCAアンケート2023の調査結果、同7月号では2023年度  
第1回理事会・定時社員総会・臨時理事会の報告と生成AIに関する意見 
表明、同10月号ではMPAへの意見交換実施の申し入れとFCAアンケート
2023秋季実施の告知、2024年3月号ではFCAアンケート2023秋季の調査
結果とFCAが考える未来標準を掲載した。 

（2）HP・SNSを活用した広報 

HP及びSNSに活動を逐次公開してFCAを周知する広報を実施した 

（3）アンケートの実施と調査結果の公開 

音楽作家の活動状況や抱える問題等を把握するため、FCAアンケート
2023秋季を実施した。実施に当たり正会員団体非加盟の音楽作家にも 
参加を呼びかけた。調査結果を報告書としてまとめたほか報告書の概要を
解説する動画を制作して、それぞれHPで公開した。 

5 各委員会について 

（1）著作権対策委員会 

制作者との契約関係の適正化を図るため、委員会の第二次答申として 
協議方針を策定した。また専門家の知見を得るため、Field-R法律事務所
代表 山崎卓也弁護士と法律顧問契約を締結し、逐次打ち合わせを行って、
協議を開始するための準備を進めた。8月30日、MPAに対し、著作権契約
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に関する音楽作家の問題意識を出版者と共有する目的で意見交換を実施 
することを申し入れた。2023年度においてMPAと3回の意見交換会を実施
した。 

（2）楽譜複製・複写問題対策委員会 

楽譜コピー問題協議会(CARS) において、楽譜の無断コピーを防止し 
適正利用を促進する啓発活動を実施した。2022年度に実施した「楽譜 
コピーの実態と意識に関するWebアンケート」の結果を分析するなどして 
楽譜コピーの最新の実態や問題点の把握に努めた。 

Ⅲ その他 

1 役員の選任 

6月９日、2023年度定時社員総会を開催して理事及び監事を選任した。
また同⽇、臨時理事会を開催して代表理事となる会⻑並びに理事⻑、常任
理事、顧問、委員会の委員を選定または選任した。 

２ 各種会合の開催状況 

4月22日 FCA著作権対策委員会準備会：山崎卓也弁護士との打ち合わせ 

5月12日 FCA第1期第6回著作権対策委員会 

5月18日 FCA2023年度第1回常任理事会 

5月15日 FCA2023年度第1回監事会 

6月  9日 FCA2023年度第1回理事会・定時社員総会・臨時理事会 

6月16日 CARS2023年度通常総会・第1回幹事会 

6月30日 JFC60周年＋1懇親会 

7月12日 FCA第2期第1回著作権対策委員会 

7月26日 FCA著作権対策委員会準備会：山崎卓也弁護士との打ち合わせ 

8月  2日 山田太郎参議院議員政策秘書、赤松健参議院議員と意見交換 

8月  3日 文化庁著作権課と意見交換 

8月16日 意見交換実施に関するMPA事務局との折衝 

8月30日 助成に関するJASRACとの折衝 

8月30日   意見交換実施に関するMPAへの申入れ 
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9月11日 FCA第2期第2回著作権対策委員会 

10月  6日 FCA第2期第3回著作権対策委員会 

10月17日 FCA著作権対策委員会準備会：山崎卓也弁護士との打ち合わせ 

11月10日 FCA2023年度第2回常任理事会 

11月12日 日本AI学会フォーラム 

11月20日 FCA・MPA第1回意見交換会 

11月22日 FCA2023年度第2回監事会 

11月22日 CARS2023年度第2回幹事会 

12月  6日 JCAA忘年会 

12月13日 FCA2023年度2回理事会 

12月14日 MPA50周年記念年末懇親会 

12月20日 FCA第2期第4回著作権対策委員会 

12月27日 第1回AIに関する音楽団体協議会 

1月  5日 RIAJ賀詞交歓会 

1月16日 FCA・MPA第2回意見交換会 

1月18日 音制連新年会 

1月19日 SUJA新年会 

1月23日 音楽健康協会新年会 

1月29日 FCA著作権対策委員会準備会：山崎卓也弁護士との打ち合わせ 

2月  9日 FCA第2期第5回著作権対策委員会 

2月16日 FCA2023年度第3回常任理事会 

2月22日 文化庁著作権課と意見交換 

2月27日 FCA・MPA第3回意見交換会 

2月29日 CARS2023年度第3回幹事会 

3月  4日 FCA2023年度3回理事会 

3月29日 FCA2023年度第4回常任理事会 
以 上 



5 

《収支報告》 
Ⅰ 収入について 

1 会費について 

正会員と賛助会員のすべてから会費の入金があった。正会員のうち会員
数が見込を下回った団体があったため、正会員の会費収入が予算を下回る
実績となった。 

2 助成金について 

FCAアンケート2023秋季の実施費用についてJASRACから助成を受け
た。実施費用のうち集計・分析に係る費用が見込より安価で済んだため、
予算を下回る実績となった。 

Ⅱ 支出について 

1 会議費について 

社員総会、理事会、常任理事会、委員会、外部会議に出席された役員・
顧問・委員の車代・通信費を支出した。社員総会終了後に懇親会を開催し、
開催費用を支出した。法律顧問を設置し、顧問契約に基づき報酬を支払っ
た。会議の出席者数が見込より少なかったこと、懇親会費が見込より安価
で済んだため、予算を下回る実績となった。 

2 事業費について 

楽譜コピー問題協議会（CARS)の活動費として2023年度会費20万円を
支出した。 

3 広報費について 

HPの保守管理費と更新費、FCAだよりの制作費、会⻑・理事⻑の就任
挨拶動画の制作費、生成AIに関する意見表明プレスリリースの委託費用を
支出した。HPの更新費用、アンケートの集計・分析に係る費用、動画 
制作費が見込より安価で済んだため、予算を下回る実績となった。 

4 交際費について 

後援した正会員団体の事業等の祝花、関係団体の懇親会の参加費用を 
支出した。弔事に係る支出が少なかったため、予算を下回る実績となった。 
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5 通信費について 

「FCAだより」等の発送に係る郵便料を支出した。 

6 印刷費について 

MPAとの協議に当たるメンバーの名刺を作成したため、予算を上回る実績
となった。 

7 諸団体加盟費について 

著作権情報センター（CRIC）の2023年度賛助会員費5万円を支出した。 

8 その他の科目について 

予定どおりの支出となった。 

Ⅲ 資料 

資料1 2023年度収支 予算実績対照表 

資料2 2023年度支出実績内訳 

資料3 収支計算書 

資料4 貸借対照表・財産目録 
以 上 
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〈収⼊の部〉    
(単位：円） 

科目 予算 実績 予算比 
会費収入 4,243,000 4,133,000 97.4% 

(正会員会費） 2,743,000 2,633,000 96   % 
(賛助会員会費） 1,500,000 1,500,000 100   % 

助成金 300,000 184,042 61.3% 
雑収入 0 0 ー 
利息収入 130 141 108.5% 

前年度繰越金 15,503,871 15,549,973 100.3% 

合計 20,047,001 19,867,156 99.1% 
  
〈⽀出の部〉   (単位：円） 

科目 予算 実績 予算比 
会議費 2,260,000 2,007,705 88.8% 
事業費 200,000 200,000 100   % 
広報費 1,125,000 939,537 83.5% 
交際費 395,000 231,579 58.6% 
交通費 5,000 0 ー 
通信費 66,000 63,150 95.7% 
印刷費 20,000 26,400 132   % 
雑件費 42,000 42,305 100.7% 
消耗品費 22,000 22,000 100   % 

諸団体加盟費 50,000 50,000 100   % 
図書費 5,000 0 ー 

法人関係費 100,000 80,001 80   % 
事業支出 計 4,290,000 3,662,677 85.4% 
次年度繰越金 15,757,001 16,204,479 102.8% 

合計 20,047,001 19,867,156 99.1% 

2023年度収支 予算実績対照表 資料１ 
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資料２ 

2023年度出実績内訳 (単位：円）
科目 実績

出席者車代 総会・理事会(6 月開催）  5,000＊26名＊1回 130,000
理事会(12 、3月開催）  5,000＊延べ 40名 200,000
常任理事会 （4回）  5,000＊延べ 12名   60,000
監事会  5,000＊ 1名＊2回 10,000
諸委員会

著作権対策委員会(全体会議5回） 0
著作権対策委員会（協議・法律相談等9回）  5,000＊延べ 24名 120,000
楽譜複製・複写問題対策委員会(3回）  5,000＊延べ   8名 40,000
広報委員会 0

外部会議等(7回）  5,000＊ 延べ  7名 35,000
通信費 総会・理事会(6 月開催）  5,000＊ 3名＊1回 15,000

理事会(12 、3月開催）  5,000＊ 延べ  9名 45,000
常任理事会(4回）  5,000＊ 延べ20名 100,000
監事会  5,000＊ 1名＊2回 10,000
諸委員会

著作権対策委員会(全体会議5回）  5,000＊ 延べ71名 355,000
著作権対策委員会（協議・法律相談等9回）  5,000＊ 延べ15名 75,000
楽譜複製・複写問題対策委員会(3回）  5,000＊ 1名＊1回 5,000
広報委員会 0

外部会議等(7回）  5,000＊ 1名＊1回 5,000
懇親会費 総会後懇親会飲食費 240,625
謝金 会員団体事務局員への総会手伝い謝金 0
諸費 コーヒー、お茶等 12,080
顧問料 法律顧問への報酬（著作権対策委員会対応） 550,000

会議費 計 2,007,705
CARS 会費（事業費分担分） 200,000
啓蒙活動費(文化芸術推進フォーラム関連他） 0

事業費 計 200,000
ホームページ管理費用

保守管理料 178,193
ページ作成・更新費 289,562

広告掲載（MPA名簿） 55,000
FCAの2023年度の活動を周知する広報

FCAだより制作費 10,050＊ 4回 40,200
動画制作費 53,457
WEBメディア広告宣伝費 33,000

アンケート実施に係る委託費用 290,125
バイアウト・楽曲コンペに関する啓もう・啓発

リーフレット制作費 0
広報費 計 939,537

内訳

会謙費

事業費

広報費
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資料２ 

2023年度出実績内訳 (単位：円）
科目 実績

慶弔費 祝花（正会員団体後援事業他） 7団体  7事業 116,279
弔慰金・弔花・弔電・見舞い 19,800

参加費 他団体懇親会参加費 5団体  延べ10名 95,500
議連関連パーティ参加費 0
月例著作権研究会 0

折衝費 内外関係者との打ち合わせ費用 0
交際費 計 231,579

事務局交通費等 0
交通費 計 0

郵便・宅急便等 63,150
通信費 計 63,150

封筒・名刺等 26,400
印刷費 計 26,400

振込手数料等 42,305
雑件費 計 42,305

文房具等（JASRAC総務部に一括払い） 22,000
消耗品費 計 22,000

諸団体加盟費 CRIC賛助会費 50,000
文化芸術推進フォーラム会費

諸団体加盟費 計 50,000
書籍等購入費 0

図書費 計 0
租税公課 法⼈住⺠税均等割 70,000
諸費 役員変更登記、各種証明書手数料等 10,001

法人関係費 計 80,001

事業支出 計 3,662,677
2023年度収支差額 16,204,479

次年度繰越金 計 16,204,479

総合計 19,867,156

消耗品費

諸団体加盟費

図書費

法人関係費

総合計

事業支出 計

次年度繰越金

交通費

通信費

印刷費

雑件費

内訳

交際費
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資料３

（単位：円）
科目 金額 科目 金額

（収入） （支出）
前年度繰越金 15,549,973 会議費 2,007,705
会費収入 4,133,000 事業費 200,000
助成金収入 184,042 広報費 939,537
雑収入 0 交際費 231,579
利息収入 141 交通費 0
  通信費 63,150

印刷費 26,400
雑件費 42,305
消耗品費 22,000
諸団体加盟費 50,000
図書費 0
法人関係費 80,001
次年度繰越金 16,204,479

合計 19,867,156 合計 19,867,156

収 支 計 算 書

自  2023年4月 １日

至  2024年3月31日
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資料４

（単位：円）

金 額 科 目 金 額

16,204,479 流 動 負 債 0

16,204,479    正 味 財 産 16,204,479

16,204,479 負債および資本合計 16,204,479

（単位：円）

金 額

9,578,120

6,626,359

16,204,479

流
動
資
産

普通預金（三菱ＵＦＪ銀行 代々木上原支店）

流 動 資 産 合 計 16,204,479

資 産 合 計

銀行預金
普通預金（住信SBIネット銀行 法人第一支店）

科 目 適 用

貸 借 対 照 表

2024年3月31日現在

借方（資産の部） 貸方（負債および資本の部）

科 目

流 動 資 産

   普 通 預 金

資 産 合 計

財 産 目 録

2024年3月31日現在

資 産 の 部


